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では(1唾液嚇下， (2)最大開口， (3)2/3 開口， (4)発音ア，オ， (5)発音ウ， (6)発音イの順に小さくなり，
唾液鴨下および開口を伴う運動時(最大開口， 2/3 開口，発音ア，オ)に大きな圧の発現を認め，
発音エでは症例により差を認めた。一方 Camper 平面に対する庄の方向では唾液嚇下時で頬側側方
。。からと頬側下方40。からとの聞の範囲であり，開口を伴う運動時で頬側下方20。からと 60。からとの
聞であった。
以上の実験結果から，筋圧形成時の条件が下頴義歯床側辺縁部に及ぼす影響について考察を行うと，
筋圧形成材料の圧流度は下顎義歯床頬側辺縁部の曲率に，またトレーの大きさはこの部が頴堤に接す
る面積に影響を及ぼす要素であると考えられた。さらに，義歯床を顎堤に維持させる方向の圧が認め
られなかったことから 下穎義歯床頬側辺縁部における圧には義歯床を挙上させる成分が多く含まれ
ているものと考えられ，圧流度の高い筋圧形成材料として筋圧形成を行うことにより，頴堤に接する
義歯床の面積をほとんど変えることなく圧を減少させることが出来ると考えられた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，印家採得における筋圧形成時の条件が，下顎義歯床頬側辺縁部に及ぼす影響について検
検討したものである。
その結果，筋圧形成材料の圧流度は，義歯床辺縁部の曲率を規定する要素であり， トレーの大きさ
は，義歯床が顎堤に接する面積を規定する要素であることが明らかとなった。さらにこれら義歯床辺
縁部に対して，機能運動時に作用する圧は，唾液嚇下および開口時に大きく発現し，またその方向は
頬側下方から上方ヘむかうことが判明した。
以上のことは義歯床縁を適切に決定する上できわめて重要な知見であり，価値ある業績であると認
める。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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